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近年，生活道路内の「人」優先の対策が進んでおり，安全対策として，面的な30km/h規制や，カラー舗装，

ハンプなどが導入されている．しかし，生活道路内の自動車運転がドライバーにストレスを与えるのか，

またどのような場合にストレスを感じるのかを明らかにしたものは見受けられない． 

そこで本研究では，生活道路内で視認する歩行者がドライバーにどの程度ストレスを与えるのかを明らか

にすることを目的とする．手法としては，自動車走行実験を行い，運転時の心拍変動，ドライブレコーダ

ーの映像により，生活道路内運転時のストレスについて明らかにする． 

     Key Words : Residential street，Traffic safety，Stress responses，Biological reaction，Car travel-

ing experiments，pedestrian 

 

 

1. 本研究の背景と目的 

 

交通安全基本計画1)では生活道路における安全確保が

主要な視点として盛り込まれている．その背景として，

死亡事故件数全体のうち，車道幅員5.5メートル未満の

道路で死亡事故が発生する割合が増減しながら変動して

いることが挙げられる2)．この結果を受け，これまでの

対策では抑止が困難である交通事故について，発生地域，

場所，形態などを詳細な情報に基づいて分析する必要が

あるといえる．また，計画内では生活道路などにおける

人優先の安全・安心な歩行空間の整備も推奨されている．

具体的には，歩道などの交通安全施設等の整備，効果的

な交通規制の推進など，きめ細かな事故防止対策を実施

することにより，車両の速度抑制が促される道路交通環

境を形成することが目標として掲げられている． 

この流れを受けて，生活道路では様々な交通安全対策

が行われている．交通規制等のソフト的手法として，ゾ

ーン30と呼ばれる30km/h最高速度の区域規制や，道路区

間を視認しやすくするためのカラー舗装などが挙げられ，

歩行者や自転車の通行を優先する対策が行われている．

物理的デバイスを用いたハード的手法としては，ハンプ

や狭さく，クランク等があり，通過車両の抑制対策を実

施している．生活道路では，これらの手法を用いて人優

先の面的な道路整備が実施されている．また，近年では

ハンプなどの物理的デバイスに関する実態調査や技術基

準の制定が進められており3），今後の普及が期待される． 

幅員の狭い生活道路内は自動車と人が密接に関わって

いるため，ドライバーに過剰にストレスがかかることが

予想される．医学的知見より，過剰なストレスは活気の

低下やイライラの増幅などを引き起こす危険性があるこ

とが明らかとなっているため4），生活道路内の安全につ

いて考える上で，生活道路内運転中のドライバーの心理

面や意識をつかさどる生体反応から，ストレス反応の有

無に着目する必要があると考えられる． 

既存の研究には，生活道路における交通安全対策に関

するもの5）～21）として，交通安全対策のソフト面である

ゾーン30や，速度規制，抜け道対策について，地域住民

の意向もくみ取った研究が多くみられる．また，ハード

的手法の研究としては，ハンプやライジングボラード，

フォルト導入による影響についての分析が進んでいる． 

生活道路内の歩行者と自動車に関しての研究22）～26）と

しては，自動車走行速度と歩行者交通の関係性について

把握したもの，歩行者・自転車事故に着目し，住民のゾ

ーン30の導入意向との関係性を明らかにしたものが見ら

れる．また，歩行者と自動車運転者のアイコンタクトな

どによる事故の危険性の軽減に着目したものや，自動車

乗り入れを排除した際の歩行者空間の安全性について言

及したものも見られる． 
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 また，生活道路交通と生体反応を関連付けた研究
27）～32）としては，自転車走行中や自動車長距離運転中の

ストレスに着目し，ストレス指標として心拍のRR間隔，

またはそこから算出される自律神経の値に着目している

ものがある．他には，アイマークレコーダーを用いて自

転車利用者の視線挙動を分析しているものがある． 

これらの既存研究から，自動車の速度抑制などの対策

を，歩行者・自転車，自動車のドライバーなど意識面に

着目し評価したものや，生活道路内での自動車の走行速

度などを定量的に明らかにしたもの，また，生活道路内

での歩行者と自動車の関係性を自動車速度や，互いの視

認に着目し研究したものがあることが把握できた．また，

近年では，意識面からのみならず，自動車運転中や自転

車乗車中の生体反応に着目した交通安全対策の研究が進

んでいるが，数は少ない．また，実際に生活道路内を自

動車走行する際に，ドライバーに過剰なストレスがかか

っているのか明らかにした研究は見受けられない． 

医学系の知見では，心拍の変動が精神的な負荷状態を

表す指標となることが明らかとなっており27），交通系

の既存研究では自転車運転中の心理的・身体的負担を把

握するため，ホルター心電計を装着し，心拍変動を表す

RR間隔（鼓動と鼓動の距離を示す指標）（単位：ｍ

秒）を計測し分析することで，ストレス度を明らかにし

ているものがある28）． 

生活道路内での歩行者と自動車の関係性を検証し，視

認やすれ違いなどによってドライバーにストレス反応が

発現するか分析することは，歩行者を守るための交通安

全対策が有効であるのかどうかを考える際にも有益な指

標となると考えられる． 

そこで本研究では，既存研究28）でも用いられ，医学

研究でも運用実績のあるホルター心電計（Carpod：

MEDILINK社製）を用い，生活道路内走行時のストレス

反応及び，生活道路内で視認する歩行者がドライバーに

どの程度ストレスを与えるのかを明らかにすることを目

的とする．また，どのような場所や条件でストレスを感

じるか，ドライブレコーダーの映像などから検証を行う． 

 

 

2. 本研究の特徴 

 

本研究の特徴を以下に示す． 

1） ホルター心電計を被験者に装着し，実車走行実験

を行い，生活道路運転時のドライバーのストレス

に着目している点 

2） ドライバーがどの様な状況下で過剰なストレスを

受けるのかを明らかにする点 

3） 生活道路内で歩行者を視認，もしくはすれ違い時

に，ドライバーにストレス反応が発現するのかを

明らかにする点 

4） ストレスを感じたときに，自動車の速度に変化が

起きるのか検討している点 

 

 

3. 自動車走行実験の概要 

 

図-1に本実験の2つの調査コースを示す．拠点地は岡

山大学津島キャンパスとし，両コースとも１周にかかる

時間は5分程度，全長約2.0kmになるように設定しており，

被験者に両コースを自動車走行してもらった．自動車走

行時には，車内に前方映像を録画するドライブレコーダ

ー1台，被験者の表情，速度メーター，足元の挙動を録

画するビデオカメラを3台設置し，運転の様子を記録し

た．また，自動車走行時に被験者にホルター心電計

（Carpod）を装着し生体反応の記録も行った． 

次に，本実験の概要・被験者基本属性を表-1に示す． 

実験期間は約1ヶ月で，天候による運転の差をなくすた

めに，雨天中止とした．アンケート調査により得られた

データから，被験者の個人属性について把握する．被験

者の年齢構成，性別，免許取得からの年数，運転年数の

グラフを表1に示す．年齢層に関して，20代，60代のサ

ンプルが40代，50代に比べ少ないことに注意が必要であ

る．このことは，免許取得からの年数にも影響しており，

グラフより免許取得からの年数が20年以上40年未満のサ

ンプルが多くなっている．性別については，回答者の男

津島コース

岡山大学
（津島キャンパス） Google Map

N

0 100 200 300m

運動公園南コース

0 100 200 300m

Google Map

N

 

図-1 運動公園南コース，津島コース地図 
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女比は4：6となっており，若干女性のほうが多い傾向に

ある．被験者の運転頻度の構成割合である．本実験では，

日常的に運転しているドライバーを調査対象としており，

全員が週3日以上運転をしている．また，被験者は，実

験コース付近に居住しておらず，土地勘のある者はいな

い． 

 

 

4.  歩行者とドライバーのストレス関連把握 

 

(1)  ストレス指標であるRR間隔について 

前述のとおり，医学系の知見より，RR間隔の顕著な

低下は緊張状態を示すことが明らかとなっている30）．

また，交通に関しても，歩行者，自転車，自動車運転の

心理的負担を把握するため，RR間隔を解析しているも

のが見受けられる28）32）33）34）．本研究においてもRR間隔

がドライバーの運転時のストレスを読み取れる指標だと

見なし，生活道路走行時のストレスについて分析を進め

ることとした． 

なお，ストレス反応が見られたかどうかを判断する基

準として，本研究では以下のようにｚ得点を用いること

とした． 

医学系の知見として，心拍数の変化は刺激を受けてか

ら交感神経を経由せずに2秒ほどで起こるものと，交感

神経を経由し10秒程度で現れるものの2種類があること

が明らかになっている35）ため，本研究では，歩行者を

視認してから約15秒間でのRR間隔の最小値を，歩行者

の影響を受けたRR間隔の値として用いた．歩行者の影

響を受けたとみられるRR間隔の値をもとに，視認後の

最小値をz得点として示した．両側検定5％有意水準を用

い，ｚ得点が-1.65より小さくなると，このRR間隔の値

が十分小さく，強いストレスを受けた反応であると判断

した． 

 

(2)  歩行者視認時のストレス反応の検証 

 全被験者のストレス反応が出る15秒間の映像データよ

り，ストレス要因をまとめると，図-2のような結果とな

った．ストレス要因となりうる事象，歩行者，自転車，

対向車，先行車，路上駐停車，車の飛び出し，ハンプに

着目し，ストレス反応が出た時の映像データを見ると，

688件あった．なお，歩行者，自転車が同時にドライブ

レコーダーに映るなど，要因が重なったときは、両方に

ポイントを付けている．対向車にストレス反応を示した

事象が最も多くなっている．次に歩行者・自転車など対

「人」にストレスを受けたケースが多くなっており，歩

行者視認時にストレス反応が見られたのは219回，自転

車視認時にストレス反応が見られたのは251回となった． 

次にストレス反応が現れた15秒間に，ストレスの要因

となりうるものを一つだけ視認した場合を図-3に示す． 

表-1 自動車走行実験概要 

調査期間 平成27年11月26日～12月27日（雨天中止）

対象者 20～60代の男女41人

調査方法

●各被験者にホルター心電計（Carpod)を装着

　し，対象とする道路を自動車で走行．
●2つのコースを5周ずつ走行。

●1周目はテスト走行、2～5周のうち2周で速度

　指示、あとの2周は速度指示なしで走行。

年齢（N=41)

性別（N=41)

免許取得から
の年数
（N=41）

運転頻度
（N=41)

0 5 10 15 20

10年未満

10年以上20年未満

20年以上30年未満

30年以上40年未満

40年以上

0 5 10 15 20 25 30

毎日

週6日

週5日

週4日

週3日

0 5 10 15 20

20代

30代

40代

50代

60代

0 5 10 15 20 25 30

男性

女性

 

0 50 100 150 200 250 300 350

歩行者

自転車

対向車

先行車

路上駐停車

車の飛び出し

ハンプ

その他 (N=688)

件

 

図-2 総ストレス回数 

第 54 回土木計画学研究発表会・講演集

 1246



 

  

先ほどと同様に対向車に対してストレスを受けた回数

が多くなっている．ついで自転車，歩行者の順にストレ

ス反応が出ている． 

前述したとおり，生活道路内では歩行者・自転車等の

「人」優先の交通が守られるべきであり，対歩行者，対

自転車の際どのような条件下でストレス反応が出たのか

を分析することは有益であると考える．そこで，対歩行

者のみの事象に着目して分析を進める． 

 歩行者を視認し，ストレス反応が現れた回数は21回で

あった．歩行者によりストレス反応が現れた際の特徴を

まとめるために，歩行者を視認したがストレス反応が現

れなかった751サンプルから21サンプルをランダムサン

プリングし有効幅員に着目し比較を行った． 

 図-4に歩行者視認画像（ドライブレコーダー映像のキ

ャプチャ画像）を示す．車道幅員，路側帯幅を測り，車

道幅員と路側帯幅の合計から歩行者の幅を引いたものを

有効幅員とした．図-4の場合は2.85mとなる． 

 歩行者視認によってストレス反応が出た場合21サンプ

ルと，ストレス反応が出なかった場合の21サンプルの有

効幅員を比較すると，表-2のような結果になった．有効

幅員の平均の差が有意差を示しているため，歩行者によ

って狭まった有効幅員が，ドライバーのストレス反応に

影響を与えたことが示唆された．また，歩行者によりス

トレスを受けた21サンプル中6サンプルが同じ通り（津

島コース）で見受けられた．歩行者視認の様子と，道路

幅員を図-5に示す．表-2，図-5より有効幅員が狭い場合

にドライバーはストレスを感じることが明らかとなり，

その中でも津島コースの，元から幅員の狭い住宅の密集

した地域の道路でストレスを受けることが多いことが示

唆された． 

  

 

5. おわりに 

 

本研究では，ホルター心電計を用いドライバーの生体

反応を観測することで，生活道内走行時に歩行者を視認

した場合，ドライバーがどの程度ストレスを感じている

のか明らかにした．具体的には，ストレス反応の有無で

有効幅員の平均値の差を検定をすると，有意差を示した．

よって，ドライバーは歩行者によって有効幅員の狭くな

っている場合にストレス反応を示すことが明らかとなっ

た． 

また，同じ通りの中ストレスを受けている回数が多い

ため，有効幅員以外にストレス反応の要因となったもの

があると考えられる．他の要因についても深く分析を進

2.1Ｍ0.75Ｍ

0.5Ｍ

 
図-4 歩行者視認画像 

0 10 20 30 40 50 60 70

歩行者

自転車

対向車

先行車

路上駐停車

車の飛び出し

ハンプ
(N=143)

件

 

図-3 ストレス要因が一つだけのストレス回数 
2.1Ｍ0.75Ｍ

0.5Ｍ

3.0Ｍ0.75Ｍ

2.0Ｍ0.6Ｍ

0.6Ｍ

2.0Ｍ

0.9Ｍ

0.75Ｍ

2.0Ｍ1.0Ｍ 0.3Ｍ

1.8Ｍ
0.5Ｍ 0.6Ｍ

0.9Ｍ

道路横断中の歩行者を視認

 

図-5 同じ通りで歩行者によりストレスを受けた際の画像 

表-2 有効幅員の平均値の差の検定結果 

ストレスあり
有効幅員（ｍ）

（N=21)

ストレスなし
有効幅員（ｍ）

（N=21)

平均 2.514 3.767

Welchの方法 P値：0.00062＜0.001  
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めることを今後の課題として挙げる．  
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